
オンラインプログラム

開催にあたって

脳卒中リハビリテーションでは現象だけでなく、その背景にある脳損傷を理解する

ことも重要です。

脳画像から病巣や神経経路を捉えることで、障害のメカニズムや機能回復の可能

性を考える手がかりが得られます。

今回は2回に分けてベーシックな内容で脳画像を活用したリハビリテーションにつ

いてご説明いただきます。

リハビリの現場で脳画像を活用できる一助になれば幸いです。

第1回

11月17日（火）
18:00〜19:00

［脳画像から考える装具療法の実際］

：脳画像に基づきどのような判断で、ど

のようなリハビリを行い、その予後につ

いてご説明いたします。

第2回

12月15日（火）
18:00〜19:00

［脳画像の診かたと活用方法］

：第1回にて触れた脳画像やその他損傷

個所ごとの症状についてわかりやすく説

明いたします。

講師

志方淳様 ［第二東和会病院］

経歴
2011年 大阪医専卒業
2011年 医療法人東和会 第二東和会病院
2013年 医療法人東和会 介護老人保健施設サンガピア館
2017年 医療法人東和会 第一東和会病院
2018年 社会医療法人岡本病院 京都岡本記念病院
2023年 社会医療法人東和会 第二東和会病院
資格
2018年 脳卒中認定理学療法士 取得
2022年 補装具認定理学療法士 取得

お申し込みはこちら
右のQRコードを読み取り、申込フォームからお申し込みください。

脳画像に基づいた
根拠ある装具療法とは

参加費無料 Zoomウェビナー アーカイブ配信あり

（アーカイブ視聴1月17日まで） （アーカイブ視聴1月17日まで）


